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１．研究計画の概要 

寒流域と暖流域の２地点において、アワビ類
やサザエ、ウニ類等の浮遊幼生が着底し、発
育段階初期の成育場とするサンゴモ上にお
ける動植物の種間関係を明らかにする。具体
的には、無節および有節サンゴモ群落上に生
息する無脊椎動物および藻類の発育段階毎
の組成とその変動を調べ、主要動物種につい
ては、サンゴモ各種に対する着底選択性の有
無、サンゴモ上における加入時期、成長・生
残、季節変化などの出現動態および食性を明
らかにする。アワビ類、サザエ、ウニ類、お
よびその他の主要動物種については、飼育実
験によって、餌料を巡る競合関係、捕食・被
食関係の有無とその程度を調べる。以上の結
果を総合して、無節・有節サンゴモ上におけ
る微小生態系の構造と機能、およびその海域
による違いや環境変化に伴う変動を明らか
にする。また、資源として重要なアワビ類、
サザエ、ウニ類の個体数変動に及ぼす他の動
植物の影響を具体的に解明し、それぞれに対
するサンゴモ上微小生態系の環境収容力を
推定する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 相模湾長井沿岸と牡鹿半島泊浜沿岸にお
いて、無節サンゴモ、有節サンゴモ、および
テングサ群落内に生息する貝類を周年にわ
たり定量的に採集し、各種貝類の発育段階初
期の同定手法を確立した。この方法を用いて、
長井沿岸で個体数密度または出現頻度が高
かった 30 種の出現動態を詳細に解析した。
その結果、26 種について生活史や生態に関す
る新たな知見が得られた。そのうち 23 種に
ついては、調査期間中における産卵期が推定
でき、その多くが夏季から秋季に産卵を行う

ことが明らかとなった。また、13 種について
は、発生直後から数カ月間にわたる成長過程
を追跡することができた。 

(2) 長井沿岸の上記海藻群落内に生息する甲
殻類を周年にわたり定量的に採集し、直底直
後から成体まですべての発達段階について
種同定を行った。その結果、66 種と 8 分類群
（種同定されなかった複数種を含む）の甲殻
類が確認された。各海藻群落内の甲殻類全体
の個体数密度は小型巻貝類に次いで高く、個
体数密度や種組成の季節変動傾向は海藻群
落によって異なっていた。優占した 12 種お
よび 5 分類群について、各海藻群落内におけ
る個体数密度や体サイズ、発達段階の経月変
化を詳細に解析し、出現動態を明らかにした。 

(3) 上記の海藻群落内に生息する主要な貝類、
甲殻類各種とその他の動物種、および海藻類
藻体、藻体上に付着・堆積した有機物につい
て、炭素および窒素の安定同位体比を測定し、
貝類、甲殻類各種の主餌料および主要な捕食
者を推定した。その結果、ヒメヨウラクなど
数種の巻貝がサザエやトコブシなどを主餌
料にすると推定された。飼育実験によっても、
サザエ初期稚貝がヒメヨウラク稚貝によっ
て活発に捕食されることが明らかになった。
一方、多くの甲殻類種が海藻の藻体上に付着
もしくは堆積したデトリタスを主餌料にし
ていると考えられ、サザエやアワビ類の稚貝
などを含む他の大型動物種を主な餌料とし
て捕食している可能性は低いと推察された。 

   

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している 

（理由） 

   サンゴモ群落に生息する貝類、甲殻類の種
判別法が当初考えていたよりも早く確立さ
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れ、出現種の動態に関する研究が順調に進展
しているため。サンゴモ生態系における生物
種多様性は予想以上に高く、複雑な種間関係
が成立していることが明らかになってきた。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 引き続きサンゴモ生態系の主要構成種に
おける種間関係の解析を進め、特に２調査海
域の違いや環境変化に伴う変動に焦点を当
てる。東北地方太平洋沖地震の影響により、
泊浜での野外調査は当面実施できないが、こ
れまでに採集した試料の解析を進める。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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